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た自然物の ESR 及び ESR イメージング解析を行った。炭酸塩鉱物やレンガなど広く世界に存在する物質の線量計と
しての可能性を調べ，線量計測・年代測定・古環境評価のための基礎研究を行った。
現生の生物のつくる炭酸カルシウムは自然、の被曝線量がきわめて小さく，線量計として可能性がある o 鶏卵の殻及
び員殻中に見られる C02ーラジカルの信号は10 0 ー 10 5 Gy 程度の広い線量域で良い直線性を示し，最小検出線量は0.3
Gy であった。また室温での寿命は2.5X 10 3年と線量測定を行うのに十分長く，野性動物の卵殻などによる環境放射
能計測にも応用可能である。
レンガなどのセラミックス材料は製造工程でうける熱によりそれまでの被曝歴がリセットされ，線量計として有望
である。いままでは加熱により石英中の ESR 信号の前駆体も消失するため ESR 信号は観測されないと考えられてい
たが，室温測定で未同定の放射線誘起欠陥の信号 (g =2.0008) が観測された。この信号の最小検出線量及び室温で
の寿命はそれぞれ1.6Gy， 4.0 X 10 3年であった。この信号は事故線量測定のほか，考古学的な陶器の年代測定も可能
である o この信号は石英を機械的に破砕したのち9000C程度で加熱しガンマ線を照射すると現れるため，破砕により
石英内部に生じた欠陥による信号と思われる o





縞・層状に堆積する地質試料は過去の気象変動を記録しているo この情報を ESR により読み出す試みを行った。
鍾乳石中の微量元素濃度は鍾乳石中の不対電子濃度を人為放射線照射により飽和させたときの飽和値に影響し，微量









歯のエナメル，貝殻，煉瓦中の石英などの電子スピン共鳴 (ESR) や ESR 画像計測を用いた被曝放射線の評価手
法を発展させ，その応用としての年代測定では，雲南省の元謀人遺跡の出土化石や世界の鍾乳石について調べ，縞模
様と.いう空間的な周期構造を時間的な周期を求めるアルゴリズムを提案し，古気象の変動を画像から求めた。これら
の結果は，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
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